
令和６年５月７日（火）午後３時～午後５時

に５年経験者研修①を行いました。講師は本セ

ンター 生田 祐敬 指導主事で、研修テーマ

は「組織づくり メンタリング【理論】 －初

任者教員等のキャリアを援助する存在－」です。 

 

←当日使用したスライド資料の一部 

 

＜受講者感想＞ 

・メンティーが決まれば、１年間の見通しをも

って、計画的に授業を考えたり、行事に取り組んだりしていけるように支援していきたい。

見通しを持つことで、実践にも余裕が生まれると思う。また、このことで自分自身の成長に

もつなげていきたい。 

・自分が初任者の時を思い出した。4 年間の教員生活を振り返る良い機会となった。自分が多

く時間を費やした部分と、そうでない部分を確かめることができた。当時、自分が困ってい

たことや相談したかったことを思い出し、伝えられるところや助けられるところは、自分か

ら積極的に動いていこうと思う。 

・自分が中堅と呼ばれる立場になっていて、自分だけでなく組織のことや後輩教員のことを考

えていかなければならないということを強く感じた。初めに自分自身の経験や強みを振り返

ることで、のちのメンタリングについて考える作業がとてもスムーズになった。このように、

のちの作業を考える手掛かりになるようなことを最初に考えておくという流れは、実際のメ

ンタリングや日々の授業にも活かしていきたいと思う。 

 

 

 

  令和６年５月８日（水）午後３時～午後５時に

特別支援教育コーディネーター研修（就学前）①

を八尾市立青少年センター（八尾図書館 3 階）で

行いました。前半の講師は本センター 天野 千

晶 所長補佐で、研修テーマは「就学前施設にお

ける特別支援教育コーディネーターの役割につい

て」です。後半の講師は本センター 吉原佑輔 指

導主事で、研修テーマは「気になる子どものスム

ーズな就学に向けて」です。 

 

当日使用したスライド資料の一部→ 
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＜受講者感想＞ 

・基礎的配慮ということについて新たな知見を得ることができたので、自園の学習会で伝達し

ていきたい。 

・就学相談について詳しく知ることができたので、保護者に対して十分な説明を行うことがで

きる。 

・保護者との関係にも配慮し、“スモールステップ”で実践を積み上げていきたい。 

 

 

 

令和６年５月９日（木）午後

３時～午後５時に初任者研修

③「セルフマネジメント」をオ

ンライン（リアルタイム）で行

いました。講師は本センター 

吉田 光秀 指導主事より「セ

ルフマネジメント、授業づくり

①、学習指導要領について、道

徳の授業について」とのテーマ

で講義を行いました。 

↑当日使用したスライド資料の一部 

6 月 6 日（木）に行う初任者研修④「水泳指導 

研修」にかかわって「プールの安全確認と監視に

ついて」と題したビデオ視聴をしました。 

＜受講者感想＞ 

・今日の研修の中で、改めて情報の共有が大切だ  

と感じた。一つ一つのやり取りが他の職員や保 

護者の方々との信頼にもつながると思う。 

・授業づくりにおいても、まずはゴールを決め、  

逆算して計画を立てること、そして定期的に振 

 ↑当日使用したスライド資料の一部    り返ることの大切さを学んだ。この一か月間を

振り返り、子どもの良いところを見つけ、プラスの言葉がけができる教員になりたいのだと

再認識しました。そして、そのためには今、目の前にいる子どもたちを先入観なく観察した

り、話をじっくり聞いたりすることが必要不可欠であると考える。今後は、研修という機会

だけでなく、自分自身で先を見通し、そして振り返ることを習慣としていきたい。 

・プール学習の際に安全に配慮が必要だとは思っていたが、監視においても立ち位置を考えて

死角をなくしていかなければならないということがよく分かった。小さな危険でも見逃せば

大事故につながることがあると思うので、施設面での安全対策とともに、子どもたちの体調

面にも常に配意していきたい。 

 

 

 

令和６年５月１０日（金）午後３時３０分～午後５時

に講師等のための基本研修①を行いました。講師は教育

政策課 菱田 祐輔 指導主事で、研修テーマは「教職

員の服務・規律について」～不祥事予防に向けて～です。 

 

← 当日使用したスライド資料の一部 

 

 



＜受講者感想＞ 

・服務については常識的なことが多いが、休みの日であっても教育公務員であるという自覚を

もって過ごす必要性を感じた。また、万一、服務に抵触してしまうようなことがあったとし

ても、すぐに管理職に報告するようにしたい。 

・今日の研修で早急に身に付けて活用できるようにしなければならないと思ったことは言葉遣

いである。授業中はかなり意識できているつもりであるが、部活動中や休み時間を思い浮か

べるとできていない時もある。正しい言葉遣いは指示が通りやすくなると感じているので大

切にしていきたいです。 

・次世代を担う子どもたちと一番近くで関わることができるので、子どもたち一人ひとりにあ

った指導法を考えていきたいと思う。講師の言葉にあった、「感情はあつく、行動は冷静に」

をモットーに頑張っていきたい。 

 

 

 

令和６年５月１４日（火）午後３時３０分～午後５時にプログラミング研修①を行いました。 

前半の講師は本センター 生田 祐敬 指導主事で、研修テーマは「ロイロノートを活用し

た防災プログラミングについて」です。 

浦上 弘明 本市教育長も終始研修内容に聞

き入り、後半では実際に教材を使ってプログラ

ミングの学習を体験されました。 

    ↓浦上 弘明 教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当日使用したスライド資料の一部 

 

後半の講師は 株式会社 

アーテック 小松 哲也  

さん で、研修テーマは「ア

ーテックリンクス（プログ

ラミング教材）を活用した

防災プログラミングについ

て」です。 

 

 

 

 

 

※「ロイロノート」は本市小中学校で導入している授業支援ソフトです。 

※株式会社アーテックと八尾市は包括連携協定を締結しています。 



＜受講者感想＞ 

・今回の研修で志紀小学校の実践事例や、その時に使っていた資料などを知ることができたの

で、さっそく１学期の避難訓練から取り入れていこうと思った。 

・初めてアーテックリンクスを使わせて頂いて、楽しいと感じながら学ぶことができた。児童

もきっとそう感じながら学べるものではないかと思う。プログラミングと聞いて難しそうだ

と思っていたが、パズルのように当てはめながら自分で作ったものが形になる面白さがあっ

た。光センサーやスピーカーなど、防災教育だけでなく単元に応じて学びを深めることがで

きる教材だと感じた。 

 

 

 

 

令和６年５月２０日（月）午後３時

～５時に「（幼児教育）キャリアス

テージ研修①」を本市水道局４階大

会議室で行いました。講師は常磐会

短期大学非常勤講師 保田 維久子 

さんで、研修テーマは「子どもの人

権 子どもを尊敬するまなざしやか

かわりについて」です。 

 

←当日使用したスライド資料の一部 

 

 

＜受講者感想＞ 

・「子どもを尊敬する」という思いを保育者が常に意識し、子どもを理解して関わることで大

人も子どももイライラせず、信頼し合える関係になると思った。 

・イヤイヤ期の受け止め方について、子どもの思いを受け止めつつ、こちらの思いも伝えてい

くということが、子どもを尊敬するということにつながるものと思った。 

・子ども理解という面では、トラブルがある時だけ関わるのではなく、一緒に遊んでみること

が大事ということを再認識したので、日常の中でも実践していきたい。 

 

 

 

 令 和 ６ 年 ５ 月 ２ ４ 日

（金）午後３時３０分～午

後５時に幼・保・こ・小合

同研修会①を八尾市文化

会館（プリズムホール）で

行いました。講師は大阪総

合保育大学 東城 大輔 

准教授で研修テーマは「子

どもを中心にした連携の

大切さについて －子ど

もの学びをつなぐ—」です。

講義の中では日常の実践

に関する交流等も行われ

ました。 

  ↑当日使用したスライド資料の一部 



＜受講者感想＞ 

・今回の研修で幼稚園以外の先生方と交流することで、多様な見方・考え方があることを改め

て実感した。また、子どもが自分から興味を持って取り組めるように環境を整えることの大 

切さも再確認できた。 

・教育という目線と保育の目線の違いを知り、共有することが大切だと感じた。今後も機会が

あるごとに積極的に交流していきたい。 

・小学校の先生と交流し、１年生の４月の様子を聞き、子どもたちが何に困るのかということ

がよく分かった。スムーズな就学ができるように適切な援助を心がけたい。 

・幼児教育では思っていた以上に自主性・自発性を大切にしているということがよく分かった。

その流れを小学校教育でも更に発展させていかなければならないと思った。 

 

 

 

 令和６年５月２７日（月）午後４時～５時に研究協力員の第１回全体会を行いました。研究

協力員は本市立学校の教職員の中から、学校長の推薦に基づいて教育委員会が任命し、委嘱状

を交付しています。全体会は年２回行い、２回目は各部会の研究成果を報告する会を実施する

予定です。本年度は１２部会（国語科部会、社会科部会、算数・数学部会、理科部会、体育部

会、特別支援教育部会、道徳部会、外国語部会、人権教育部会、食育部会、情報教育部会、事

務部会）で６９名（５月２７日現在）が任命されています。今年度の全体テーマは「確かな学

力の育成・豊かな心の育成・健やかな体力の育成をめざして」～未来を切り拓く チャレンジ

する『八尾っ子』の育成をめざして～ です。この日は各部会の代表（世話役）を決めるとと

もに全体テーマに沿った部会の研究テーマを決めました（一部、後日決定）。教育委員会側の

担当も教育政策課、学校教育推進課、人権教育課、教育センターなどが行い、毎年優れた研究

結果が報告されています。各部会は随時開催され、オンラインでの会議も行うなど、ICT を有

効に活用しています。また、授業公開や講師を招聘しての講演会も行っています。研究協力員

の活動は、本市教育の最先端ともいえるものです。 

 
 

 

令和６年 5 月３０日（木）午

後３時３０分～午後５時に転任

教員研修・講師のための基本研

修学校 ICT 研修を行いました。

講師は本センター指導主事 生

田 祐敬 指導主事で研修内容

は 1) 情報モラル・情報セキュ

リティについて ２)校内 ICT 機

器等についてです。 

 

                  ↑当日使用したスライド資料の一部 

＜受講者感想＞ 

・著作権について正しい認識を持ち、生徒の興味を引けるようなものに関しては、ルールを守

りながら活用していきたい。ICT を活用した授業例で「音読」があったので、英語科におい

て、スピーキングに活用できると思った。他の先生とも連携を取りつつ活用したいと思った。 

・紙媒体で個人情報に係るものを預かったときには、鍵のかかる引き出しやロッカーで保管し

ていこうと思った。 



 

・個人情報保護の観点が私自身の認識はまだまだ甘いと思った。個人情報を漏洩してしまうよ

うなことがあれば、対象者はもちろんのこと、自分自身をふくめて学校等が不利益を被るこ

とになるということが認識できた。今後もっと気を付けていきたいと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育センターには『八尾市教科書センター』が設置されてお

ります。 

令和７年度使用教科書展示会を開催しています。多くの市民

の皆さまに見ていただけるよう八尾市立八尾図書館でも教科

書展示会を実施しております（当該教科書の貸し出し、コピー

等はできません）。 

 

【教育センター】 

・５月 ３１ 日（金）～７ 月 ３ 日（水）午前 9 時～午後 5 

時 

（土、日、祝日を除く） 

 

【八尾図書館】 

・6 月１２日（水）～７月２日（火）午前 10 時～午後 5 時 

（水～土曜日は午後 7 時まで  

※毎週月曜日と毎月最終木曜日は休館） 

 

 

 

教育センターＢ棟（東側）の２階に「情報公開コーナー」があります。各種教育関係図書・

雑誌等を配架しています。もちろん「教科書センター」として八尾市で採択している教科書や

他社の教科書もあります。研修等で来所された時に直接ご覧いただければ幸いです。教科書・

その他書籍・雑誌等も２週間の貸し出しを行っております。今回は５月から６月に配架した雑

誌の誌名と目次の一部を紹介いたします。  

 

「月刊学校教育相談」（ほんの森出版）６月号 

・特集１ いじめの加害者をどうフォローするか 

・特集２ 効果的なクールダウンの方法と視点 

 

『そだちのねっこ🌱』  
～乳幼児期の遊びより～ 



 本誌の特集にもなっている「令和の日本型学校教育の構築」について文部科学省初等中

等教育局初等中等教育企画課教育制度改革室の吉田宏昭さんと中村優希さんが「『令和の

日本型学校教育』の構築を目指して」と題した「解説」を寄稿されています。令和３年１

月、中央教育審議会において「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供

たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」がまとめ

られました。「解説」では「必ずしも最新の政策の状況を反映した内容ではない可能性が

ある点に留意いただきたい。」との前置きがあります。その上で（１）「子供の学び」と

して「幼児教育」「義務教育」「高等学校教育」「特別支援教育」「各学校段階を通じた

学び」という項目ごとに解説がなされています。「幼児教育」では「小学校との円滑な接

続、質の評価を通じた PDCA サイクルの構築・・・」、「義務教育」では「多様な児童生

徒一人一人の興味・関心等に応じ、意欲を高めやりたいことを深められる学びが提供され

ている。」との解説が心に残りました。次に（２）「教職員の姿」として「・・・学校教

育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め・・・」の一文は大切なことだと思います。

さらに（３）「子供の学びや教職員を支える環境」では、「魅力的な教育環境が実現され

ていることも示されている。」ということに言及されています。「『令和の日本型学校教

育』の構築に向けた今後の方向性」としては、これまでの「日本型学校教育」が果たして

きた①学習機会と学力の保障②社会の形成者としての全人的な発達・成長の保障③安全・

安心な居場所・セイフティネットとしての身体的、精神的な健康の保障、これらを「継承

していくことが必要であるとされた」と述べられていて、「令和の日本型教育」は「令和

までの日本型教育」の重要な部分は間違っていないということがわかります。「令和の日

本型学校教育」の構築に向けた今後の方向性」の（１）「学校教育の質と多様性、包摂性

を高め、教育の機会均等を実現する」では、「学校教育の質を高めることが重要であり、

多様化する子供たちに対応して個別最適な学びを実現しながら、学校の多様性と包摂性を

高めることが重要・・・」との部分が重要に思えます。（２）「連携・分担による学校マ

ネジメントを実現する」では「学校・家庭・地域がそれぞれの役割と責任を果たすととも

に、相互に連携・協働し、地域全体で子供たちの成長を支えていく環境を整えることも必

要とされた。」との部分は、全く同感です。（４）「履修主義・習得主義等を適切に組み

合わせる」では「義務教育段階においては、進級や卒業の要件としては『年齢主義』を基

本としながら、教育課程を履修したと判断するための基準については『履修主義』と『習

得主義』の考えを適切に組み合わせ、それぞれの長所を取り入れる教育課程の在り方を目

指すべきであるとされた」と述べられています。（５）「感染症や災害の発生等を乗り越

えて学びを保障する」では「学校の設置者が首長部局との連携を積極的に行い、学校にお

ける取組をしっかり後押しすることが重要であり、率先して課題に取り組み、学校を支援

「指導と評価」（日本教育評価研究会）６月号 

 ・特集１ PISA2022 の結果から見えてくること 

 ・特集２ 新しい学び舎 

 

「道徳教育」（明治図書）６月号 

 ・実物満載！ 超有名教材の道徳教材研修ノート 

 

「特別支援教育研究」（全日本特別支援教育研究連盟編集・東洋館出版社）６月号 

 ・特集 わかる・できる！「国語」の指導のアップデート 

 

「初等教育資料」（文部科学省教育課程課・幼児教育課編集 ・東洋館出版社）６月号 

 ・特集Ⅰ 校内における教員研修の充実 

 ・特集Ⅱ [総合的な学習の時間]地域の教材や学習環境を積極的に取り入れる学習活動 

 

「中等教育資料」（文部科学省教育課程課・学事出版）６月号 

 ・令和の日本型学校教育の構築 



ける取組をしっかり後押しすることが重要であり、率先して課題に取り組み、学校を支援

する教育委員会の在り方について検討すべきとされている」と述べられています。（６）

「社会構造の変化の中で、持続的で魅力ある学校教育を実現する」では「必要な制度改正

や運用改善を行うことが必要であるとされた」と述べられています。これに対して最後の

「今後の検討課題」の中では「中央教育審議会、等において具体的な議論や取組が進んで

いる。」とのことです。                                                  （葭仲） 

 

教育科学「国語教育」（明治図書）６月号 

 ・特集 保存版 発問＆言葉かけ 定石事典 

  

教育科学「社会科教育」（明治図書）６月号 

 ・特集 子どもの学びを支える！板書づくりの作法 

 

「新しい算数研究」（新算数教育研究会編集・東洋館出版社）６月号 

 ・特集 数学的に考える 資質・能力を軸に捉え直す 


